
医の倫理のジュネーブ会議綱領 

─1949年世界医師会にて採択─ 

 

 

私は自分の生涯を人類への奉仕に捧げることをおごそかに誓う。 

私は師に対し当然はらうべき尊敬と感謝の念を表わす。 

私は良心と威厳をもって医療を行う。 

私の患者の健康を、まず第一に考える。 

私は打ち明けられた秘密を守る。 

私は力の及ぶかぎり医業の名誉と貴い伝統を守る。 

私の同僚は私の兄弟である。 

私は宗教、国籍、人種、政党、社会的地位の違いによって私の患者に果すべき

義務を変えることをしない。 

私はたとえ脅迫されても、受胎の時から人命を最大限に尊重することを守る。 

私は人道にもとる医学的知識を用いない。 

私は以上を厳粛に、自由に、私の名誉にかけて誓う。 

 


